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地
下
鉄
自
衛
隊
前
駅
高
架
下
に

あ
る
交
通
資
料
館
。
こ
こ
に
は
市

営
交
通
の
歴
史
を
物
語
る
古
い
写

真
や
車
両
の
部
品
な
ど
、
貴
重
な

品
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
お
り
、

当
時
を
懐
か
し
く
思
い
出
す

方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い

た
ア
ク
セ
ル
や
ブ
レ
ー
キ
を

操
作
し
な
が
ら
動
か
す
電
車

の
模
型
は
子
供
た
ち
に
人
気

で
す
。

屋
外
に
は
、
地
下
鉄
１
号

車
な
ど
廃
車
に
な
っ
た
市
電

・
市
バ
ス
が
２０
車
両
展
示
さ

れ
、
車
内
も
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
現
在
の
車
両
と
の

違
い
を
見
つ
け
る
の
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
ね
。

７
月
２６
日
�
に
は
、「
交
通
資

料
館
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
楽

し
い
催
し
物
も
盛
り
だ
く
さ
ん（
詳

し
く
は
全
市
版
１９
ペ
ー
ジ
掲
載
）。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地
…
真
駒
内
東
町
１
丁
目

�（
８９６
）２
７
２
３

開
館
日
…
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
、
小
学
校
夏

休
み
期
間
中
、
雪
ま
つ
り
期
間
中

開
館
時
間
…
午
前
１０
時
〜
午
後
４

時

真
駒
内
公
園
内
に
あ
る
豊

平
川
さ
け
科
学
館
は
、
豊
平

川
に
サ
ケ
を
呼
び
戻
そ
う
と

サ
ケ
の
飼
育
・
放
流
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

豊
平
川
に
生
息
す
る
サ
ケ

は
シ
ロ
ザ
ケ
で
す
が
、
館
内

に
は
２７
種
類
も
の
サ
ケ
の
仲

間
を
飼
育
。
そ
の
生
態
や
豊

平
川
の
自
然
環
境
な
ど
が
学

習
で
き
ま
す
。
豊
平
川
に
は

淡
水
魚
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

種
類
の
生
物
が
い
る
こ
と
に

も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
サ
ケ
の

稚
魚
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
秋
に
は
、

屋
外
の
「
か
ん
さ
つ
池
」
で
サ
ケ

の
産
卵
行
動
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

豊
平
川
で
サ
ケ
の
姿
が
見
ら
れ

な
い
の
は
一
年
の
う
ち
で
７
月
と

８
月
だ
け
。
こ
の
時
期
に
サ
ケ
の

生
態
に
つ
い
て
学
ん
で
お
け
ば
、

９
月
か
ら
の
産
卵
時
期
が
一
層
楽

し
み
に
な
り
ま
す
ね
。

所
在
地
…
真
駒
内
公
園
２
丁
目

�（
５８２
）７
５
５
５

開
館
時
間
…
午
前
９
時
１５
分
〜
午

後
４
時
４５
分

休
館
日
…
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
次
の
平
日
）・
年
末
年
始

�電車が円山公園まで
走っていたころ、初詣
で帰りの客を案内して
いたという「ちょうち
ん」。お祭りやお正月
に発売された記念乗車
券もあります

�発車や停止の合図に
使われていた打ち金。
この音色から、昔は市
電を“ちんちん電車”
と呼んでいました

�大正７年、札幌で初
めて走った電車は木製
でした。およそ１８年間
市民の足として活躍し
ました

�２７種類ものサケの仲
間を飼育・展示してい
ます。中には絶滅の危
機にあるサケ科の魚類
も

�展示ホールでは、サ
ケの標本や解説パネル
で生態について学習で
きます

�数万分の１の確率で
起こる突然変異で、目
が赤く体が白っぽくな
ったイトウにも出会え
ます

今月は、子供から大人までが楽しみながら学ぶことができる
区内の施設を紹介します。
もうすぐ夏休み、ご家族で足を運んでみてはいかがですか？
いろいろな発見と驚きに出会えるかもしれませんよ。

札幌市豊平川さけ科学館

札幌市交通資料館

入館料
無料

行って
みよ
う！
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